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Ⅰ． はじめに 

本稿は、 全米日系人博物館の 設立、 施設、 組織、 プロバラムを 孝文化教育に 着目しながら 考察し 

た 論文であ る。 本稿の端緒は、 2000 年 9 月 23 日岩手大学で 開催された日本社会教育学会第 47 回研究 

大会において 自由研究として 発表した「全米日系人博物館とアメリカ 多文化主義」 " であ る。 

全米日系人博物館に 対する研究関心は 1993 年末から持ち 始め、 1994 年 3 月に、 博物館とその 周辺 

リトル・ト一キョーを 対象とする予備的な 第一次フィールドワークを 行い、 1999 年 7 月に博物館を 

対象として、 自由面接 法 による面接調査および 第二次フィールドワークを 実施した。 面接調査では、 

博物館のスタッフ、 ボランティア 11 名から、 最長 5 時間、 最低 1 時間の聞き取りをした。 本稿で用 

いる調査記録は 聞き取りの結果のごく 1 部であ る。 フィールドワークの 一環として文献資料の 収集 

0 行い、 博物館の厚意で 末 公刊資料も入手した。 2) 1994 年から研究を 開始して 8 年が過ぎた。 8 年 

前 、 大学院の博士課程でアイデンテイテイ 形成と多文化教育の 研究をしていた 筆者は、 アメリカへ 

の留学を考えており、 留学先を探していた。 そのためにロサンゼルスに 行くことになり、 日本人と 

め かりのあ るリトルト一キョーと 出会い、 リトルト一キ ヨ 一に誕生して 間もない全米日系人博物館 

の 存在を知って、 全米日系人博物館を 研究の対象に 加えることにしたのであ る。 筆者が足踏みを し 

ている間に、 1999 年には『孝文化社会アメリカにおける 国民統合と日系人学習』 0 森茂， 1999) と『 多 

文化主義のアメリカー 揺らぐナショナル・アイデンティティーコ ( 油井・遠藤， 1999) が、 2002 年に 

は 『日系アメリカ 人の歩みと現在』 ( ベフ ， 2002) が刊行され、 全米日系人博物館がすぐれた 研究者 

によってたびたび 取り上げられるよ う になった。 筆者が 2000 年に執筆した 学会発表原稿を 発展させ 

て論文に仕上げられたのは、 これらの文献に 刺激されたことも 大きい。 

さて、 2 年前の学会発表では 題目に「多文化主義」を 取り入れ、 内容でも多文化主義という 概念 

を多用したが、 この論文で多文化主義という 概念を使 う ことにはためらいを 覚えた。 というのは ア 

メリカ語学やアメリカの 社会運動の研究を 専門にしている 同僚たちによれば、 いまやアメリカでは 

多文化主義という 概念を使わないというのだ。 孝文化教育は 現在でも使われているという。 これに 

関して、 たとえば、 アジア系アメリカ 人について文献をまとめた 村上白兄子は、 「最近は『孝文化主 

義 (Mu Ⅲ culturalism)Jl が結局は一文化主義の 寄せ集めと化してしまった 反省から、 『相互文化の 

感受性 (Interculturalsens ㎡ sity Ⅱが提唱されている」 ( 村上， 1997:254) と述べている。 このこ 

とから、 多文化主義とは 別の新しい概念が 提唱されていることが 確認できるが、 多文化主義がまっ 
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たく使われなくなったとい・ ぅ ことはわからない。 そこで、 2002 年 8 月サンフランシスコなどアメリ 

カ西海岸の図書館における 孝文化サービスの 調査にでかけた 図書館学の友人に 調べてもらったとこ 

ろ 、 田 versity 多様性という 概念が最も使われているが、 multiculturalism 多文化主義という 概念も 

多文化サービスの 現場および研究者の 間では現在も 使われているということがわかった。 弗 そこで 

図書館学や教育学など 公共サービスの 提供に関する 領域およびこれらの 領域に関する 社会運動に限 

り、 多文化主義という 概念は現在でも 使われていると 判断し、 この論文では 多文化主義という 概念 

を 使い続けることにした。 

それでは、 まず、 全米日系人博物館の 設立、 施設、 組織について 明らかにし、 つぎにプロバラム 

ほ ついての調査結果を 述べ、 最後に、 博物館のプロバラムと 運営に関する 課題をそれぞれ 提起する。 

本稿では博物館が 提供するプロバラムはすべて 孝文化教育と 位置づけた。 

2. 全米日系人博物館の 設立、 施設、 組織 

2 一 1. 設立の経緯 

全米日系人博物館は、 1985 年にロサンゼルスの 日系企業経営者と 第二次世界大戦日系退役軍人た 

ちによって設立され、 1992 年に、 民間非営利団体運営による 博物館として、 アメリカ合衆国の 重要 

史跡であ るロサンゼルス、 リトル・ト一キ ヨ 一の西本願寺羅府別院を 改築して開館した。 1999 年に 

は 隣に広大な新館が 増設され、 生活用具や衣装、 日記や手紙など 物品 2 万点、 写真 4 万枚、 フィル 

ム 45.000 メートルを超えるコレクションがおさめられた。 展示の中心は 日系アメリカ 人の歴史であ 

り 、 とくに、 アメリカへの 移民が開始され、 アメリカ社会に 定着するまでの 時期を扱ったものと、 

日系人および 日本人移民の 強制収容所に 関するものであ る。 アメリカの強制収容所 (1942-1945) は 、 

第二次大戦 期の アメリ力戦時当局が RelocationCenter( 戦時転住所 ) と呼んだ ConcentrationCamp 

( 強制収容所 ) のことであ る。 1942 年 2 月 19 日にルーズベルト 大統領による 行政命令 9066 号が発令 

され、 西海岸全土の 西部防衛司令部が 指定する区域に 住んでいた日系人の 夜間外出禁止令が 出され 

た 後、 財産の没収、 強制収容が実行された。 収容された約 11 万人のうち 1 世は「帰化不能覚国人」 

として扱われ 市民権 は与えられず、 3 分の 2 を占めた 2 世はアメリカ 市民権 を持っアメリカ 人であ 

った 。 監獄同様であ ったが、 収容者の努力と 当局の方針変更により、 収容者自らの 努力で新聞を 発 

行し、 教会、 寺院、 病院、 学校等を開設した。 1943 年 1 月には、 アメリ力戦時局が 収容所の青年日 

系 アメリカ人に 対して 志 兵を募り、 収容所から出征させ 日系アメリカ 人だけからなる 422 部隊を編 

成した。 強制収容所は、 全米の 10 カ所の砂漠地帯に 設置され、 アマチ ( コロラド州 ) 、 ヒラ・リバー 

( アリゾナ州 八 ハートマ ク ンテン ( ワイオミング 州八 ジェローム ( アーカンソー 沖け 、 マンザ ナ ( ； 

リ ブオ ルニア仙人ミニド カ ( アイダホ 州 八ポストン ( アリゾナ州 八 ツール・レイク ( カリフ オル 

ニア 州 ) 、 ローワー ( アーカンソー 州 ) 、 トパーズ ( ユタ 州 ) の収容所があ った。 

2 一 2. 設立目的 

博物館設立の 目的 は 、 (1) アメリカにおける 日系人および 日本人移民の 歴史を保存・ 伝承すること、 

(2) 日米両国の相互理解を 含め、 世界各地のさまざまなエスニック・マイノリティたちと 相互理解す 

ること、 (3) アメリカ社会の 多様性を保証する 民主主義に基づき、 強制収容の歴史を 教訓としたエス 

二ック 。 マイノリティへの 差別や偏見のな い アメリカ社会の 統合をめざすこと、 であ る。 こられの 

目的を実現するために、 展示をはじめとするあ らゆるプロバラムが 孝文化教育として 展開されてい 
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る 。 

ここであ たらめて多文化主義という 概念について 述べると、 この概念は、 1980 年代後半から、 教 

育 現場など公共サービスを 行 う 場で用いられるよ う になった。 エスニック・マイノリティの 権 利拡 

張の社会運動が 盛んであ ったのはそれから 20 年ほど前の公民権 運動の時代であ ったが、 アメリカ 社 

会は多様性に 支えられた文化的多元社会だといわれる 一方で、 エスニック・マイノリティの 社会的 

地位がマジョリティ・メインストリームに 比べると依然として 低いという現実を 改善するために、 

教育を変革することで 社会を変革しようという 活動が始まったのであ る。 この活動は学校教育の 場 

を 超えて、 エスニック・マイノリティに 不利な社会構造を 変えるという 価値によって 社会を巻き込 

む社会運動であ っために、 教育は価値中立的であ るべきとするひとびとから 批判を受けつづけてい 

る 。 この価値中立というはのはもっともらしく 聞こえるが、 既存のアメリカ 社会において 価値中立 

ということなので、 マジョリティ・メインストリームに 有利な社会構造は 変えないでおくという 意 

味でもあ る。 孝文化教育では 不利な社会構造を 変え地位向上や 権 利拡張などライフチャンスを 獲得 

するために、 マイノリティであ るということのアイデンティティを 操ってマジョリティ・メインス 

トリームと交渉する「アイデンティティの 政治」。 ) を 生み出した。 

さて、 アメリカ社会の 多様性を説明する 言説、 文化的多元主義との 違いは、 文化的多元主義がひ 

とつの統一的な 国民文化を核として 多様な文化が 存立するという 言説であ るのに対して、 多文化主 

義は国民文化の 核を想定しないところに 特長があ る。 核を想定しなければ 国民としての 統合が保た 

れず国家が成り 立たないという 批判に対し、 多文化主義では 核を想定しなくとも 相互の多様性を 承 

認しあ え ぱ おのずと共通性は 生まれ統合は 保証されるといった 予定調和的な 見通しに立つ。 日系 2 

世の歴史家ロナルド・タカ キ がこの立場であ る。 ( タカ キ ， 1995) 一方、 アフリカ中心主義の 多文化 

教育の必要を 訴える ケテ ・アサンテは 対照的で、 まずエスニック・マイノリティの 歴史・文化の 尊 

重の登底が先決として 統合や共通性には 言及していないことから、 純粋な統一体としての 文化は認 

めても結果的には 文化の多様な 雑種性を認めぬれない 本質主義であ るといえる。 戴 エイカのアージ 

ュン・アパ ドュ ライを引いた 解釈によれば、 「現実の丁文化的』雑種性」 ( 戴 ， 1999:60) を無視して 

論争がくりひろげられている。 戴によれば「承認の 政治」の提唱で 名高い チ ヤールズ・テイラーを 

はじめ、 マジョリティ・メインストリームの 側であ れ、 エスニック・マイノリティの 側であ れ、 多 

くの論者たちが「文化を 統一体とみなしてしまう 傾向」にあ るという。 「現実の丁文化的コ 雑種性」 

は 戴のことはで 言い換えると「ハイブリッドなアイデンティティ」なるのだが、 「ハイブリッドなア 

イデンティティ」を 前提とすればアイデンティティ 内部の異質性がつねに 暴かれるので、 純粋な統 

一体を追求する 本質主義に陥ることはないはずであ り、 異質性をつねに 暴くという点で、 「まき散ら 

す」という意味の「ディアスポラ」ということはを 冠した「エスニック・ディアスポラ」という 概 

念 5) で本質主義をのりこえる 多文化主義の 新たな路を見出せるという。 

2 一 3. 出来事 

紙幅が限られているので 要約して述べる。 1980 年、 ロサンゼルス 在住の日系ビジネスマン 数名に 

より「日系社会史ミュージアム」設立の 可能性を調査するためにグループを 結成、 その後、 同グル 

一プが 「 100/  442ndMIS ミュージアム 協会」と合併し、 全米日系人博物館設立を 計画した。 1985 

年、 全米日系人博物館が 設立され NPO 法人となる。 1986 年、 ロサンゼルス 布地域再開発局から 100 

五 ドル、 カリフォルニア 州政府から 75 万ドルの助成金を 得る。 1992 年、 4 月 30 本館開館記念式典、 
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5 月 15 日から一般公開され 開館する。 1999 年、 新館の開幕 式 が行われ一般公開される。 新館オープ 

ニンバ特別展示として「 コ モン・グランド : ザ 。 ハート・オブ・ ザ 。 コミュニティ」展開催。 展示 

は 、 「戦双の 1 世の移民時代」、 「第二次大戦中の ～ 1 世、 2 世～の強制収容所体験」、 「 2 世の 422 部 

隊の活躍」、 「戦後に強制収容の 補償を求めた re 血 essmovement 」で構成された。 

2 一 4. 施設 

全米日系人博物館の 施設は、 合計床面積 :9300 平方メートル ( 本館 3 階建 1400 平方メートル、 新 

館 2 階建 7900 平方メートル ) を有し、 セントラルホール、 マナ ビ ・アンド・スミ・ ヒ ラサキ庭園、 

プラザ、 展示場 7 室、 ナショナル・リソースセンター ( 情報検索資料室 ) 、 エデュケーション・セン 

ター 3 室、 ボ 一ドルーム、 ミーティンバルーム 3 室、 コレクション 管理施設・倉庫、 メディア。 セ 

ンター、 ライフヒストリー 録音スタジオ、 喫茶室、 ギフトショップ、 レガシー・センタ 二 ガーデ 

ン ，ホワイエ、 スタッフ。 ルームなどであ る。 これらの施設の 開館時間は、 火曜日二日曜日であ れ 

ぱ 午前 10 時から午後 5 時、 木曜日であ れ ば 午前 10 時から午後 8 時であ る。 休館日は毎週月曜日と、 

感謝祭およびクリスマスならびに 元旦であ る。 

設立資金およびは 維持費用等は 、 主に会費を含めた 募金に頼っている。 4500 万ドル ( 約 50 億円 ) 

を集めて新館建設。 運営にも成功し、 さらに総額 5000 万ドルの運営計画を 立てていた。 日本からの 

企業・個人の 会費。 寄付金もあ り、 1009.5 万ドルにのぼった。 アメリカの企業・ 個人からの会費・ 

寄付金は 3490 ． 5 万ドルであ り、 会員及び寄付者数は、 51.629 人であ った。 会費は、 個人会員年会費 

35 ドル、 家族会員年会費 50 ドル、 援助会員年会費 125 ドルとされていた。 入館料収入もあ り、 入館料 

は 、 個人は、 成人 6 ドル、 高齢者 5 ドル、 学生 3 ドル、 グループツアーは、 成人 5 ドル、 高齢者 4 

ドル、 学生 2 ドルであ り、 子供 6 ⅠⅠ 7 歳が 3 ドル、 5 歳以下の子供が 無料、 日本語による 教育プロ 

グラムなどのスペシャル・プロバラム。 ツア一であ れば 10 一 25 ドルであ った ( 金額、 人数は 1999 年 

調査時のもの ) 。 

2 一 5. 組織 

全米日系人博物館の 組織はつぎのようになっていた。 

・館 長 アイリーン。 ヒラメ : 1988 年から館長兼専務理事。 日系 3 世。 南カリフォル 

ニア大学の公共行政学修士号を 持つ。 過去には、 孝文化コミュニティのため 

の 医療、 教育、 コンサルテインバサービスを 提供しているロサンゼルス 拠点、 

の NPO,T,H.E クリニックの 専務理事やアジア 女性センタ一の 理事等を歴任。 

現在は、 全米日系人博物館館長職の 他、 米国博物館協会、 スミソニアン 全米 

歴史博物館、 ロサンゼルス 観光局の理事等を 兼任。 

。 名誉理事会会長 ダニエル・ イ / クエ ( 上院議員 ) 

・理事会会長 コ シ・ ウチダ ( ウチ ダ ・エンタープライズ 株式会社社長 ) 

・学芸部部長 ジム・ ヒ ラバヤシ博士 ( 元サンフランシスコ 州立大学少数民族学学部長 ) 

・スタッフ 9(M 名 ( キュレーター 5 名 ) 、 ボランティア 250 名 ( 英語 か 日本語、 あ るいはその他の 言 

語 で展示案内を 行 う 「ドーセント」 60 名を含む ) 

最高責任者は 館長であ り、 評議委員会で 運営方針や年間計画、 予算等が決定されている。 実務面 

全般は、 副館長のルーク・ ギ リランド・スウェットランドが 統括し、 館長もメンバ 一に連なる上級 
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運営チームをはじめ、 各部門のすべてのスタッフ、 ボランティアが 相談しながら 運営に当たってい 

る。 (1999 年の調査による ) 

[ 組織 ] 

評議委員会 

館 長 執行部   上級運営チーム 

運営・企画 学芸・展示開発部 

教育プロバラム 部 

ボランティアプロバラム 部 

開発部 ( 会員 / 寄付者サービス 係 、 特別事業・協力提携係など ) 

財務部 ( 博物館ストア 係 、 レンタル・ ト - ム・プロバラム 促進係など ) 
サポート・サービス 部 ( 製作 係 、 情報技術 係 、 安全管理体など ) 

マーケティンバ 部 ( 公共取引・マーケティンバ 係 、 出版物係など ) 

ナショナル・リソース・センタ 一部 

コレクション 部 

3. 全米日系人博物館の 多文化教育プロバラム 

ヰ 展示プロバラム 新館 2 階の大展示室を 使って 、 「 コ モン・グラウンド ザ "" 。 @ ト ・オブ・ 

コミュニティ」と 題し、 新館のオープニンバを 記念して特別展示されたものが 主な展示となっ 

ている。 (1999 年の調査による ) 

コ モン・グラウンド 展は、 「第二次大戦双の 移民と移民生活」「強制収容所と 収容所生活、 日 

系 2 世 422 部隊の戦い、 徴兵拒否等、 大戦中の日系人にまつわる 差別と生活」「戦後の 再出発・ 

再 定住と日系人の 主な活躍および 日系人の暮らしの 変遷」の 3 区分構成になっている。 

日本人最初の 移民であ る 1868 年「元年者」のハワイ 島での移民生活の 展示にはじまり、 ごく 

最近の 3 一 6 世のメッセージを 伝えるマルチ・メディアによる 展示まで、 1 世紀を超える 日系 

アメリカ人の 歴史・文化を 伝え、 エスニック・マイノリティに 対する差別の 解消を訴える。 

大展示室入り ロ に、 ワイオミング 州 ハートマウンテン 強制収容所跡から 移築・復元したバラ 

ックの展示があ り、 バラック内に 当時の生活用具も 置かれ、 強制収容所での 生活が想像できる 

よう に工夫されている。 全 10 カ所の収容所の 写真や地図、 模型が展示され、 収容所ごとにアル 

バムが設置されている。 当時の生活で 実際に使用されていた 品々や収容所内でっくられた 物品 

が 展示されて見学者の 想像力をかき 立てる。 

大戦前の日系人コミュニティで 人気のあ った日本の流行歌が 第 2 区分あ たりまで大音響で 

賑々しく繰り 返して流されるので、 展示をみている う ちにタイムスリップの 感覚を味わえる。 

戦前・戦中の 日系人の日常に 関する映像も 常設されており、 1 台は白黒フィルムで 日系人家 

族の日常を撮したホーム・ムービ ィ で、 もう 1 台が当時貴重なカラーフィルムで 強制収容所内 

の 学校生活・行事・ 暮らしを 損 した記録であ る。 強制収容所のユニークなコレクションとして、 

砂漠と化した 収容所跡地から、 墨で文字が書かれた 小石が発掘されて 収集されており、 跡地か 

ら 運んだ砂に 墨 文字入り小石が 散布された一部通路 状の ガラス展示ケースの う えを歩きながら 
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周囲の展示を 見学できるよ う になっている。 

いわゆる 1 世、 2 世に関する戦後間もない 頃 までのコレクションは 充実しており、 当時の日 

系 アメリカ人の 歴史・文化の 特徴を よ く伝えている。 時代を経るにしたがい 展示はスポーツや 

芸能界で脚光を 浴びた有名日系人の 身の回り品や 写真で占められ、 戦後の日系人史において 最 

大のドラマであ ったはずの redressmovement に関する展示は、 第 3 区分全体から 言えば僅かな 

スペース ( 補償法案通過を 記念した祝賀会の 集合写真パネル 1 枚と簡単な説明文 ) しかとって 

おらず、 redressmovement が日系のコミュニティを 再建する上でいかに 偉大な社会運動であ っ 

たかを十分には 伝えていない。 re 血 essmovemen とは「アメリカの 不正義を正す 補償運動」と 

も呼ばれ、 1970 年サンフランシスコ 州立大学講師であ った日系 2 世 ェ デイソン・ ウ / が 日系 ア 

メリカ市民協会 (JapaneseA 皿 entcanCltlzens ㎏ 8%e= ょ ACL) シカゴ全国大会で 補償案を提 
唱し、 JACL や日系議員を 中心に展開され、 他のアジア系アメリカ 人にまで影響を 与えた社会運 

動 であ る。 1981 年ワシントンで「戦時民間人転住・ 収容に関する 委員会」に よ り最初の公聴会 

が開かれ、 以降、 全米 10 都市で公聴会が 開かれ、 550 人が証言した。 証言者たちに 刺激され、 そ 

れまで沈黙していた 強制収容所体験者たちもっ ぎつ ぎと発言しはじめた。 証言を墓に同委員会 

は 、 報告書 は 否定された個人の 権 ネ l 」』を議会と 大統領に提出し、 強制収容の補償を 規定した「市 

民的自由海」案がっくられた。 1988 年同法案は、 連邦議会通過、 レーガン大統領署名を 経て成 

立し、 「市民的自由 法 」によって 1990 年 一 1993 年アメリカ政府による 謝罪 文と 2 万ドル ( 約 230 

万円 ) が、 約 8 万人の強制収容所体験者に 渡されたのであ る。 

さて、 博物館の周辺地域すな む ち、 戦後から現在までのリトル・ト 一キ ヨ 一の日系人コミュ 

ニティに関する 展示はといえば、 20 年前のリトル・ト 一キョー商店会まつりの 記念品として 作 

られたという 揃いの「はっ ぴ 」等が関連のコレクションとして 展示されているだけで 説明文は 

なく、 展示案内のボランティアに 訊ねても、 その展示意図は 明示されなかった。 現在の日系ア 

メリカ人社会の 多様性を示す「 コ モン・グラウンド : ザ ・ハート・オブ。 コミュニティ」展は 、 

巨大マルチ・メディア。 スクリーンのユニットでさまざまに 語る 3 一 6 世の若い日系アメリカ 

人たちの映像で 唐突におわる。 このおわり方は、 日系アメリカ 人のコミュニティが 多様化しす 

ぎて、 もはや統合されたものとして 説明することができなくなったということを 示唆している 

め だ るぅか 。 

それにしても 強制収容所に 関する展示は、 来館者にコレクションを 一方的に見学させるので 

はない。 各区分のとぎれめのコーナ 一に小枕 と ボードが設置され、 小札 で 博物館への意見や 展 

示 に関するコメントを 用紙に書けるようになっており、 書いたものをボードに 貼れるようにな 

っている。 また、 ボードをみれば 他の来館者がどのような 想いでこれらの 展示をみていったの 

かがわかる。 またスタッフはコメントをみて 博物館の運営に 生かすよ う にしている。 来館者に 

積極的に働きかけていくという 展示プロバラムの 工夫は、 強制収容を体験した 来館者に忘れて 

いた 記 。 憶を呼び起こしたり、 強制収容を体験していない 来館者に強制収容を 体験したかのよ う 

な 感覚を持たせた。 全米日系人博物館の 強制収容の展示に 詳しく論及した 能登 路 雅子はっ ぎ の 

ように述べる。 「強制収容の 経緯の解説、 収容関係の遺品や 写真の展示といった 従来型の方法に 

加え、 この展示のもっとも 特徴的な部分は 全米 10 カ所の収容所を 立体模型で再現し、 見学者の 

参加を積極的に 促す手法を使ったところにあ った。 すな ね ち、 収容所のスペースは 連邦政府が 

1942 年当時に作成した 収容所の青写真の 平面で示され、 それぞれの収容 棟 で実際に暮らした 人 
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やその家族が 博物館を訪れるたびに、 当該のバラックの 模型が青写真の 上に置かれるという 方 

法がとられた。 その結果国家の『軍事施設』として づ くられた強制収容所が 日系人個人個人の 

F 住まい』として 私的空間に転換されていく 過程が再現され、 それが誰にでも 視覚的に理解で 

きる装置が工夫されたのであ る。 さらに、 収容所ごとにアルバムが 用意され、 見学時に撮られ 

た収容者のポラロイド 写真にコメントが 添えられていて、 それらを通してあ たかも収容所の 同 

窓 会のような雰囲気が 生まれることとなった。 これらの方法はいずれも、 強制収容という『大 

きな物語』に 個人的な物語と 記憶を重ねていく 手法であ り、 また、 写真の人物やコメント 内容 

の ランダム性も、 強制収容をめぐる 多様な解釈を 促す博物館側の 姿勢を表すもの」。 ) であ る。 

この手法は、 リビンバルームのようなレガシー・センタ 一の空間の配置にも 見て取れる。 本館 

Ⅰ階の展示スペース、 レガシー・センターは、 強制収容所の 模型が設置されており、 中央に 丸 

テーブル と イス、 テーブルの上には 折り紙作品や 折り紙の本が 置かれていた。 新館にコレクシ 

コ ンの大半が移されたので、 スペースにゆとりが 生まれ、 来館者とスタッフ、 ドーセントが % き 

間を気にせずおしゃべりに 興じられるリビンバルームになっていた。 

「強制収容という T 大きな物語 コに 個人的な物語と 記，憶を重ねていく 手法」については 以下 

で 述べるナショナル・リソース・センタ 一の「ファミリー・ツリー」検索システムでも 同様の 

ことがいえる。 

ト ナショナル・リソース・センタⅡ全米規模の 資料を博物館が 提供できるという 意味で名付け 

られている。 ここは図書館のような 場所であ り、 博物館全体のデータベース 管理とアメリカ 日 

系 人史に関するリサーチ 機能をまとめた 中核的存在であ る。 博物館所蔵 のコレクションや 資料、 

ビデオ等映像を 検索・閲覧するスペースが 設置されている。 4 名のライブラリアンが 籍を置き、 

週末はひとりずっ 交代制で勤務している。 平日はひとりがカウンター 業務について 来館者の相 

淡 に応じられるようにしてあ り、 残りのライブラリアンたちはオフィスで 働いている。 4 人は 

古文書、 デジタル・マネージメント、 ディベロップメント 等に関して職務分担を 持つ。 そのな 

かで全米日系人博物館のウェブサイトを 作成しているデジタル・マネ、 ジャーがいる。 ウェブ サ 

イト はナショナル・リソース・センタ 一に詳しく言及しており、 博物館の概要や 新規の展示の 

紹介など読み 応えのあ るものとなっている。 ナショナル・リソース・センタ 一のコレクション 

には手袋をはめて 扱わなければならないような 貴重な古文書もあ れば、 パソコンを駆使してフ 

ァミリー・ルーツを 検索するシステムもあ る。 このシステムはいわば「ファミリー・ツリー」 

であ る。 これは 1942 年と 1945 年に強制収容所の 入所時と退 所 時に政府当局がとった 記録で、 プ 

ライバシ一の 問題があ るため、 だれでもが検索できるものではなく、 パスワードを 使い家族 関 

係 者のみが検索できるシステムにしている。 

ナショナル・リソース・センタ 一の日系アメリカ 人ライブラリアン、 ト シコ・マッカラムはつぎ 

のように説明した。 

すごく人気があ るデータベースです。 関係者以外はみられませんが、 家族によっては、 強制 

収容所の経験はいっさい 子供や孫に話していないので、 子供や孫たちが 先祖の名双を 見つけて 

とても感激しています。 そういう意味ではルーツ 探しになっています。 戦争でファミリー・ ツ 

リ ー がなくなっているケースも 多いですし。 というのも、 戦後、 強制収容所をでて、 日系人が 

アメリカの社会から 受け入れられるために、 日本的なものを 切り捨てならなきやならない 時代 

がずいぶんあ ったんです。 日本語を話さない 方がいいとか、 アメリカの食事スタイルにした 方 
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がいいとか…。 その時代に、 日本からきて 日本語しかしゃべれない 世代と、 アメリカのメイン ， 

ストリームに 入っていこ う とする世代との 間にギャップが 生じたような 気がします。 強制収容 

所に入れられたことも 悲 ですけど、 前の世代とのつががりがなくなってしまったことも 悲劇 

です。 そういうことを 埋めようとしてこの 博物館はできたんだと 思います。 ギャップを埋めて 

3 世、 4 世が前の世代のことを 勉強できるという 点で‥   。 古い世代の文書ですとか 日記とか 写 

真 類も集めていますしね。 「ファミリー・ツリー」は 悲しいデータベー ス なんですけど、 強制収 

容 所のことを全然知らない 人たちが来て、 おじいちやんのこととか 見つけるととても 喜びます 

ね。 ( トシコ・マッカラムの 面接調査記録 1999.7.20) 

七教育プロバラム 

ム ナショナル・スクール。 プロジェクト 教材作成、 教師トレーニンバ、 セミナ一等を 通じて、 

全米の教育機関に 日系アメリ力人の 歴史と文化を 通じて、 アメリカの社会 

が歴史的に多様性から 構成されていることを 理解させ、 マイノリティの 歴 

史や文化を尊重することを 学ばせる。 まず学校の児童生徒に 指導できるよ 

さに、 教師に対して 孝文化教育を 行 う 。 

ム 公共教育プロバラム 日系アメリカ 人の文化に詳しい 学識経験者、 文学関係者、 アーテイス 

ト等を招いて、 レクチャー、 パフオーマンス、 ワークショップ、 パネルデ 

イスカッション 、 等の事業を行う。 ナショナル・スクール。 プロジェクト 

が学校教育に 関する孝文化教育プロバラムであ るのに対して、 公共教育 プ 

ログラムは成人教育であ る。 このなかに「 創る クラス」があ る。 たとえば、 

工作をしたり、 三味線や太鼓を 演奏したり、 演劇を創ることなどであ る。 

には「コメディ 改良ワークショップ」と 呼ばれるものがあ る。 ( ウェブ 

サイト， 2002 年 9 月 11 日 ) これはコメディで 孝文化社会アメリカを 再現し 

てみるという 参加体験型学習であ る。 

ムローカル・オンサイト・エデュケーション・アクティビティー ズ 

教育機関や他民族コミュニテ ィ からのグループ 来館者に対する 啓発活動。 

担当スタッフがバループの 引率者に見学双に 日系アメリカ 人の歴史と文化 

ほ ついての説明を 行う。 

ム エデュケーション。 ギヤラリー・アクティビ ィ ティー ズ 

本館レガシー・センタ 一で、 折り紙をはじめとする 日系の文化の 継承活動 

の拠点であ り、 スタッフ、 ボランティア、 来館者の語らいの 場として、 ま 

た 、 シンポジウム や レクチャー、 ワークショップの 場、 よりインターアク 

ティブな意見交流の 場となっている。 将来的には、 低年齢の子供用遊具、 

教材を充実させ、 子供たちが楽しみながら 孝文化教育にふれられるようにと 

の意向もあ る。 (1999 年の調査およびウェブサイト ， 2002 年 9 月 11 日による ) 

歴史の中の証言者たちの 生のことはを、 音声や映像で 記録し、 後世に伝えるためのプロバラ 

ム 。 このプロバラムで 専用に使える 防音設備付きの 広々とした記録 室 があ り、 証言者たちがさ 

ながら自宅の 居間でくつろいで 語ることができるかのように、 イス や テーブル、 照明など、 室 

内の細部にいたるまで 配慮が施されている。 この部門の職務は、 ひとびとがオーラル。 ヒスト 
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リー・スト一リーをつくれるようになるよ う ワークショップ 等を通じて教育することと、 博物 

館の コレクションとして 日系アメリカ 人のオーラル・ヒストリーを 記録し蒐集する 活動であ る。 

いろいろな日系アメリカ 人に家族について 話してもらい、 日系人コミュニティの 家族の歴史の 

多様性を記録に 残すことがこのプロバラムであ る。 このプロバラムには、 博物館のコレクショ 

ンを 充実させるという 目的もあ るが、 語る場のない 日系アメリカ 人を カ づける とレへ う意図 7@ 

あ る。 ( イケ・ダーシ ィ 一の面接調査記録 1999.7.21) 

六国際日系研究プロジェクト 

日系人社会における 文化発展の軌跡を 調査し、 その情報をひろく 一般に提供するために 発足 

した 3 年間の共同プロジェクト。 世界各地から 日系人研究の 第一人者を集め 共同研究を調整し 

推進する中心的な 役割を博物館が 果たしている。 (1999 年の調査による ) 

よ日本語教育プロバラム 

このプロバラムにはプロバラム A とプロバラム B とがあ る。 

ム プロバラム A 

1. 日系 史 セミナー 

1 世紀以上の日系アメリカ 人史のダイジェスト   セミナ㍉草の 根レベルの歴史の 裏 話 

や エピソードのほか、 日系アメリカ 人がアメリカ 社会に果たした 歴史的役割などが 講義 

される。 

2. 日本語ガイドによる 展示内容 

ドーセントと 呼ばれるボランティアによる 展示の説明を 日本語で受けられる。 

所要時間は約 3 時間、 10 ～ 250 名で開催、 1 名にっき 17 ドル。 

ム プロバラム B 

1. 日系 史 セミナー 
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とくに日系 2 世ボランティアと 懇談し、 強制収容所や 戦争の体験、 あ るいは、 補習学校 

などで苦労して 日本語を覚えたこと、 仕事や家族の 話など、 当事者から直接生活史を 聞 

くことできる。 

所要時間は約 4 時間、 10 ～ 80 名で開催、 1 名にっき 25 ドル。 

両 プロバラムとも 日本語により、 原則火曜から 金曜の午双 10 時から午後 5 時の間に開催 

される。 ( ウェブサイト ， 2002 年 9 月 11 日による ) 

4. 孝文化教育としてのナショナル・スクール・プロジェクト 

4 一 1. アメリカの舞文化教育 

グラントとスリータ 一の分類によると、 アメリカの孝文化教育は 、 ①学習が進まない 文化的に異 

なる人々のための 教育 (teaching  theexceptionaland  culturally  di 騰 rent) 、 ②人間関係 (human 

relation) 、 ③単一集団学習 (single  巨 oup  studies) 、 ④孝文化教育 (multicdturaleducation) 、 ⑤ 

孝文化社会の 再構築をめざす 教育 (education》hat（s［ulticultural‖nd《ocial〉econstructionist) 

からなる。 8) 

①はエスニック・マイノリティの 子供が主流文化のなかで 学習についていけるよ う に ESL ( 第 2 
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言語としての 英語 ) や 補習教育を提供することであ る。 ②は、 文化的に異なる 背景を持っ子供たち 

の間のコミュニケーション 能力を発達させ、 異文化への差別や 偏見を低減させていく 教育であ る。 

これは子供たちだけでなく 成人教育のなかでも 用いられ、 エスニック・マイノリティだけでなく、 

男女や障碍を 持つ人々と持たない 人々との共生教育の 場面でも使われる。 

③は、 アフリカ系アメリカ 人、 ヒスパニック 系アメリカ人、 日系アメリカ 人あ るいは女性グルー 

プ など、 マイノリティ 固有の歴史、 文化、 差別問題等を 学習し、 マイノリティの 社会的認知を 高め 

マイノリティが 誇りを持てるようにする 教育であ る。 ④は、 授業、 評価、 課外活動、 教員構成など 

学校文化に多様性を 取り入れ、 マジョリティ・メインストリームに 属していない 子供たちが平等な 

学習機会をもてるような 学校環境を づ くる教育であ る。 ⑤は 、 ④をさらにラディカルに 発展させ、 

学校だけでなく 社会全体を多文化社会へと 変革していくための 運動を含む教育であ る。 博物館が行 

っている孝文化教育は②～⑤にあ たる。 学校教育に関しては、 児童生徒のテキストや 補助教材を作 

成し、 日系であ ることに誇りが 持てるよ う にしたり ( 二 ③ ) 、 エスニックの 背景を異にする 子ども 同 

土の コミュニケーションを 促して異文化への 差別や偏見を 低減させたり (= ② ) 、 教師や保護者に 対 

するガイドブックの 発行、 研修会の実施 ( 二 ④ ) をしている。 成人教育としては、 レクチャー やシ 

ンポジウム、 ワークショップを 開催している ( 二 ② ) 。 博物館設立目的の「 (3) アメリカ社会の 多様 

性を保証する 民主主義に基づき、 強制収容の歴史を 教訓としたエスニック。 マイノリティへの 差別 

や 偏見のないアメリカ 社会の統合をめざす」ために、 社会変革までを 視野に含んだプロバラム、 お 

よび、 マスメディアやさまざまなエスニック。 コミュニティ、 あ るいはマジョリティ・メインスト 
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4 一 2. 孝文化教育としてのナショナル・スクール。 プロジェト 

全米日系人博物館は、 援甲按五 ㏄ e Ⅹ 加 e ぬ 田刀 仇 Ⅲ 臆 ulmFraa 皿 e% 丑 、 を作成して学校に 提供する 
など、 ナショナル。 スクール・プロジェトは 学校教育において、 アメリカ社会が 多元かつ多様な 属 

性から構成されているということについて 学習させることに 力を入れている。 援 W4% ㏄ eAme ぬ ㏄Ⅲ 

CuurrYcuU4a 皿正 油皿 eWo0 だ 正は、 「日系アメリカ 人力リキュラムの 枠組みが依拠する 前提と原則」および 

「日系アメリカ 人力リキュラムの 枠組みについて」から 構成されている。 内容のあ らましを以下に 
述べる " 

1854 年のぺリ ー 来航以来の日米関係 史 、 また、 なぜアメリカにアジア 人が入植していったか、 

アメリカがなぜアジア 人労働者を必要としたのかを、 アメリカの領土拡張の 歴史と相関させて 

説明。 1790 年に制定されたアジア 系移民の市民権 取得を認めない「帰化法」により 日系アメリ 

力人 1 世は帰化不能覚国人として 労働力や税金のみ 吸収される関係にあ ったこと。 法的に剥奪 

された状態が 1952 年の「帰化法改正」までつづいたこと。 アフリカ系アメリカ 人が中心となっ 

た 1960 年代の公民権 運動により日系アメリカ 人の権 利拡張が裁判などを 通じて争われてきたこ 

と 。 白人との対置では「黄禍」とさえいわれたこと。 実際には他のエスニックとの 結婚等の流 

行で エスニック。 カテゴリー自体が 揺らいでいること。 様々な排斥で 日系人は市民権 をはじめ 

正当な権 利を妨げられたこと。 法制度だけでなくアメリカのマジョリティ・メインストリーム 

の 歴史観にも問題があ り、 出自の異なる 移民をひとつの 巨大な 甜禍で 溶かして包摂しょうした 

こと。 溶けない異質の 文化的アイデンティティや 価値観を除覚し 抑圧したこと。 日系アメリカ 
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大 コミュニティがリトルト 一キ ヨ 一などの日本町を 越えて拡散していったこと。 日本文化や日   

系アメリカ人文化を 本質的に変わらないものであ ると考えがちな 児童生徒の意識を 変革するこ 

と 。 アメリカ人はだれでもいずれかのローカル・コミュニティの 出身であ ると同時に国家的で 

あ り、 また地球的でもあ ること。 アメリカの過去がいかに 多様であ ったかということ、 その 多 

様 性を個々人や 家族がつくりだしていること。 たとえば、 同じ日系アメリカ 人の歴史でもハワ 

イのコーヒー 農園と大戦前のシアトル 日本 W では異なること。 多様であ りながらたとえば アメ 

リカ本土西海岸の 日系人ならば 強制収容という 共通の体験を 持つこと。 日系アメリカ 人は アメ 

リカ人でも日系人でもあ り、 また、 同じ日系人でもコミュニティ、 ジェンダー、 階層などによ 

って違っており 多彩であ ること。 アメリカ人は 法や市民としての 義務で統合されておりそれが 

アメリカの強さになっており、 アメリカを支える 民主主義は多様性に 基盤を置いているという 

こと。 アメリカの統合と 多様性が矛盾せずうまくかみあ っていること。 ( あ 中日 コ ㏄ eA 血 ena 田刀 
ぬ祈 ㎞ alMU 騰 e び皿 ， 1999) 

ナショナル・スクール・プロジェク ト はまた、 つ ぎのような学習教材を 創 り、 子どもたちに 考え 

させようとしている。 

▲学習教材 づ 「同化 力 のあ る人種主義」㊤「特権 と同化 力 のあ る人種主義」「日系アメリカ 人と 

はだれか ? 」「エスニック 間の抗争をのりこえるためのプロジェクト」「人種差別」「ライン 

を 越えて : 権 利を持つことを 考えるためのウオーク」「 1862 年の白人労働者を 保護し中国人低 

賃金労働者に 課税するカリフォルニア 州法令」「アジア 人低賃金労働を 禁止するカリフ オル 

ニア州法」「コミュニティの 幸福を害する 存在であ る中国人の解雇に 同意する条例」「 1882 年 

カリフォルニア 州中国人排斥 法 」「 1889 年カリフォルニア 州中国人排斥 法 」「 1942 年大統領得 

致命令 9066 号 ( 連邦当局に西海岸軍事指定地域から 日系人を強制退去させる 権 限を付与する 

政令 ) 」「ガリフォルニア 州 サンフランシスコに 在住するすべての 日系人の立ち 退きを指示す 

る文書」「旅行者と 語り手」「ベン・ダイアバラム」 ( ひとっの円をアジア 系アメリカ人、 もう 

ひとつの円に 最近の事件にまつわる 出来事を記入し 異質性と同質性を 鳥取できる集合図形 ) 

「客観的な出来事と 主観的なふりかえりを 記入する週間表」「私の 父の小言 ( 詩 ) 」「遅れた 賞 

賛 ( 詩 ) 」 

以上の学習教材には、 授業 例 と付録がついている。 

▲授業例づ「日系アメリカ 人のホームはなにか ? 」「日系アメリカ 人の友情、 公正、 感情」 ( ョ 

シコ・ ウチダ 作の物語「ブレスレット」に 基づいて ) 「日系アメリカ 人は合出国市民かそれと 

も敵対外国人か ? 」「日系アメリカ 人のコミュニテ ィ の 

▲付録 1 つ 合衆国史の国家基準一アメリカの 経験を模索して 2 つ 強制収容所映画作品目録 

3 一博物館のクエ フ サイト 4 一 100 冊の文献一覧 

授業 側 では、 たとえば、 どの時間でなにを 教えたらいいのか、 教えるポイントはなにかが、 詳し 

く書かれている。 対象を小学生にしている 授業 何 では、 知識を獲得させるという 内容ではなく、 自 

ら 身体を動かし、 なにを考え、 なにを感じたかなど、 感性を発達させていく 内容になっている。 た 

とえば、 「日系アメリカ 人の友情、 公正、 感情」を表現する 授業 側 があ る。 これは コ シコ・ ウチダ 作 

の物語「ブレスレット」に 基づいてつくられた。 学校の友達と 引き離され、 荷物ひとつを 持って 強 

制 収容された少女の 物語にならって、 大型のショッピンババックを 家でみつけ、 そのなかにものを 

つめこむとしたらなにをいれるかを 決めてそれをワークシートに 書いて学校に 宿題として持って い 
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き、 クラスメートとシェアするという 課題であ る。 同じ授業例から、 宿題として、 保護者に、 6 日 

間で見知らぬ 土地に荷造りして 移転させられるとしたらどう 感じるか、 両手にもてるだけたった 2 

個のスーツケースしかもっていけないとしたらなにをつめるか、 なぜそれをつめるのか、 持って い 

けないものがあ るとしたらそれはなにか、 もしぺットをおいて い かなければならないとしたらど う 

感じるか、 など、 保護者と子供の 感性に直接訴えかけるような 設問が用意されている。 学習方法と 

しては、 ロールプレイ、 シュミレーション、 ディベート、 写真活動などがあ る。 「日系アメリカ 人の 

」では、 博物館の展示を 教材とするもので 非常に興味深い。 高校生に、 エ スニッ 

ク 。 コミュニティを 心のよりどころと 説明しており、 他者の異質性を 寛容に受け止めることが アメ 

リカ民主主義存続の 途であ ることを、 1913 年のカリフォルニア 外国人土地法、 強制収容の引き 金と 

なった大統領行政命令 9066 号、 日系アメリカ 人の子供が実際に 書いた手紙などを 巧みに使って 探れ ｜ る よ ぅ している。 

これらの授業 側 はいずれも日系人学習といわれるものであ る。 この研究の第一人者に 森茂庸雄が 

いる。 10) 

5. 課題の提起 

5 一 1 . 構築主義的な 孝文化教育 

この教材の枠組みには、 「多様性が統一体として 社会的に構築されていくこと」の 意義が込められ 

ている。 この点で、 博物館は、 たとえば F アメリカの分裂 団 で知られるシュレジンガーがいい 例だ 

が 、 「多様であ ることはばらばらであ ること」という 立場にあ るような本質主義的多文化主義に 通ず 

る見方はとらないといえる。 ( シュレジンガ コ 1992) シュレジンガーが 批判したのはアサンテ も の 

アフリカ中心主義に 見られる本質主義的多文化主義の 主張であ った。 森茂は日系人学習を 多文化教 

育として位置づけており、 日系人の強制収容や redressmovement の歴史はすべてのアメリカ 人に共 

通する問題であ るという点で、 分離主義の教育にはあ たらむかとはいえ、 衣食住 や エスニック・ ア 

一トや 祝祭日など固有の 伝統的価値や 差異を強調するアフリカ 中心教育とは 異なると説明している。 

( 森茂， 1999:170-176) 森茂がその説明の 根拠とした竹沢泰子の 分析 ( 竹沢， 1994:237-239) にもあ 

るよ う に、 強制収容と redressmovement の歴史を学ぶことは、 固有のエスニックの 境界を超えて、 

アメリカの正義を 確認するアメリカ 人としての意識の 再確認になっているのであ る。 アメリカ人は 

なに系であ ろうが、 もし差別や抑圧を 不当に受けるときがあ れば、 孤立し苦しみやあ きらめのなか 

に 埋没するのではなく、 差別や抑圧を 受けているひとびとと 共に団結して 人権 上の補償や多文化社 

会の再構築を 要求することができると 提起されているのであ る。 この点で日系人学習は、 単一集団 

学習としての 孝文化教育、 言い換えれば 本質主義的な 孝文化教育であ るように見えながら、 孝文化 

社会の再構築をめざす 孝文化教育、 いわば構築主義的な 孝文化教育であ るといえる。 

しかし、 それはあ くまで、 構築主義的な 孝文化教育として、 いかに redressmovement を伝えるの 

かという工夫にかかっている。 前述したよさに redressmovement の歴史を伝える 工夫はわずかであ 

り、 強制収容から re 血 essmovement に至る多文化社会再構築のつががりが 十分説明されているとは 

いいがたい。 その っが がりの説明が 不十分だから、 日系人学習に 多文化社会の 再構築をめざす 構築 
主義的な孝文化教育の 意味合いが含まれていたとしても、 学ぶ側にそれが 伝わらないのだろうか。 
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5 一 2. 本質主義の克服 

エスニック、 階層、 世代、 ジェンダ一等さまざまな 違いを架橋的に 共感できる普遍的な 共通項を 

来館者それぞれが 個々の視角で 見つけられるような 工夫が必要であ る。 

具体的には、 常設展示の強制収容所バラックの 再現が効果的であ る。 メキシコからの 不法移民の 

急増が社会問題化され、 ヒスパニック 系アメリカ人の 強制収容の噂が 一部の当事者たちの 間でひろ 

がったときに、 バラックの展示はかれらに、 偏見や差別の 同じような経験を 持つ日系アメリカ 人 と 

い う マイノリティたちがそうした 経験をのりこえたということを 示したことで、 ヒスパニック 系 ア 

メリカ人がマイノリティとしてアメリカ 社会で生き抜く 勇気を改めて 与えたという。 また、 博物館 

は 日系人史の展示の 最初に中国人移民の 辛苦の歴史を 展示することで、 日系人だけが 差別されたと 

いうような本質主義を 克服している。 しかし、 大戦後、 とくに、 re 血 essmovement 以降の展示にっ 

いては、 説明もなく各界で 活躍した有名日系人にまつわる 物品や写真がただ 飾られているだけなの 

で、 日系にエスニックの 起源を持たないアメリカ 人にしてみれば、 偉大な日系アメリカ 人の活躍を 

これでもかと 見せられて、 隔絶感を持っだけでおわるだろう。 日系以覚のエスニック・マイノリテ 

ィは、 日系がこれだけ 活躍しているのだからわれわれもがんば るぅ という力が与えられるのだろう 

か 。 また、 活躍した日系アメリカ 人と同時代の 来館者であ れば、 説明がなくとも、 その展示から 郷 

愁 であ るとか共感が 得られるのかもしれないが、 その時代を知らない 若い 世代が見ても、 疎覚感を 

持っだけではないか。 

スタッフやボランティアの、 高齢の世代は 自らがなに系であ るかにこだわり 日系アメリカ 人の文 

化や歴史の展示に 関心があ るが、 若い世代は自らがなに 系であ るのかにかかわらず、 アジア系アメ 

リカ人の文化発信墓地として、 博物館を位置づけていきたいという 傾向があ ることが、 スウェット 

ランド副館長やボランティアに 対する面接調査で 明らかになった。 この若い世代の 傾向は、 1960 年 

代 天一 70 年代初頭にかけて 台頭してきたアジア 系アメリカ人の 運動が redress movement を経由し 

て、 いわぬる日系 3 世にかなりのインパクトを 与え、 逆に、 redressmovement がアジア系アメリカ 

人 に日系アメリカ 人への関心を 呼んだという 竹沢の講論では 捉えられない。 ( 竹沢， 

1994:229-230) おもしろいことに、 筆者が面接をしたあ るボランティアの 青年は、 コリア系アメ 

リカ人で、 アジア系の博物館でボランティア・ワークをしたかったといい、 この博物館の 起源が日 

系であ るという「本質的」なことには 興味がなかったと 述べた。 彼は、 世代的には re ぬ essmovement 

が 盛んであ ったいわゆる 日系 3 世よりももっと 後の世代むしろいわゆる 4 世 か 5 世の世代にあ たり   

redressmovement の後に親と移民してきた。 彼は、 コリア系とか 日系とか純粋になに 系であ るか 

という本質的起源を 持たず、 アジア系という 文化的に雑種なアイデンティティに 安住しているとい 

える。 

5 一 3. 世代継承と来館層の 拡大 

5 一 3 一 1. 世代継承 

インター・マリッジが 進む世代の溝を 埋めるということに 博物館はさらに 力を注ぐだろう。 いま 

一度、 redressmovement の意義をふりかえり、 redressmovement を通じて日系アメリカ 人たちが 

家族や世代の 溝を埋めていかに 闘ったのかという 経験を、 博物館が行 う 孝文 ィト 教育のなかで 積極的 

に 伝達し分析的・ 批判的に考察する 機会が増えるだろう。 博物館は 、 静かな文化の 展示ばかりでな 

く 、 強制収容と redressmovement の歴史体験が、 なに系であ るかにかかわらず、 次世代のアメリカ 
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の 民主主義をいかに 構築していけるのかを 問 う ような、 社会に対し政治的に 働きかけるプロバラム 

を充実させていくのではないか。 

世代継承に関して、 スウェットランド 副館長はつぎのように 述べた。 

若い世代の 3 世、 4 世は日系アメリカ 人というよりアジア 系アメリ力人としてアイデンティ 

ファイしているよ う にみえます。 ですが、 どのエスニック・カテゴリ 一で括るかというより、 

個々人の違いをみていけば 一概にいえません。 ・‥ 2 世の退役軍人の 活動、 および、 沈黙してい 

た 多くの 1 世、 2 世に代わり、 その想いを代弁した 3 世が博物館を 支えています。 あ と数十年 

後には、 たしかに強制収容所を 直接の体験として 語ることのできる 日系人たちはいなくなるで 

しょう。 それでも、 いなくなった 後で語り続ける 必要はあ るんです。 これは、 アメリカ社会の 

偏見や差別をなくす ぅ えで非常に重要なことなんです。 被 差別の歴史を 伝えていくことで、 現 

在 あ るいは将来のエスニック・マイノリティあ るいはゲイやレズビアンへの 偏見や差別を 少な 

くすることに 協力できるんじゃないかということなんです。 世代が変われば 伝え方は変わるで 

しまう。 ですが、 たとえばカトリック 教会が 2 千年も続いてきたよ う に、 教訓というのはいつ 

までも変わらない…日系アメリカ 人の強制収容体験も 同じだと思 う んです。 ( ルーク・ ギ リラン 

ド 。 スウェットランドの 面接調査記録 1999.7.20) 

博物館は、 2004 年に「民主主義センター」という 新しい施設を 開設する準備をすすめている。 ") 

次世代のアメリカ 社会を構築するためには、 つねに世代継承を 視野におく必要があ るだろう。 

5 一 3 一 2. 来館層の拡大 

博物館広報担当のクリス。 コマイやスウェットランド 副館長は面接調査のなかでつぎのように 述 

べている。 

この博物館は 全米のかなりの 人たちに知られていると 思います。 はっきり数はいえないが、 

新館ができてから、 テレビ取材もあ ったし、 ニューヨークタイムズ や ウオールストリートジャ 

ーナル、 USAM 加り り i4y に掲載されたので、 100 万人が記事を 読んだでしょうから、 そのぐらい 

の 数がこの博物館を 知っているでしょう。 

[ 筆者の質問 : そうなると博物館を 知っている人たちは、 あ る程度インテリジェントに 限ら 

れてきますね。 コ それはあ りえます。 アメリカではすべての 人が博物館に 来るわけじゃないんで 

す 。 ごく一部の人たちが 関心を持っていくのです。 ニューヨークタイムズを 読むような主に 知 

隷属が来ると 言 う ことはとても 重要なことなんです。 もし知識層ではない 人が博物館の 存在を 

知っても、 博物館には来ないんじやないかと 思います。 ( クリス・コマイの 面接調査記録 

1999.7.22) 

来館者は、 1 月のおわりに 新館が開設してから、 1 ケ 月でⅠ万人から 1 万 2 千人にのぼって 

います。 本館だけでやっているときは、 1 年間で 2 万 5 千人から 3 万人でした。 新館ができて 

から来館者はかなり 増えています。 ナショナル・リソース・センタ 一で行っている 電話やイン 

ターネットによる 情報提供サービスつまり 電子来館者を 含めると、 アメリカ全土を 越えて覚国 

からも来ますので、 かなりの数になるでしょう。 同規模の他の 博物館と比べると 実際に博物館 

に足を運ぶ人は 少ないでしょう。 ですが、 電子来館者 ( インターネットでホームページに アク 

セス する来館者 ) を含めると年間 25 万人ぐらいになるので、 他の博物館と 比べても同じぐらい 

の 来館者数になるんじやないでしょうか。 ・・，来館者の 半数はアジア 系ではない人たちです。 ( ル 
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一ク ・ ギ リランド・スウェットランドの 面接調査記録 1999.7.20) 

面接調査から、 博物館の多文化教育は、 アジア系など 特定のエスニックを 問わず知識層に 向けら 

れていることがわかった。 なぜ知識層に 向けられるのだろうか。 国家の政治的な 主導権 を握るのが 

知識層だからだろうか。 たしかに、 強制収容など 国家的な差別事件だけみればその 考え方は的はず 

れではない。 しかし、 差別には 4 極 構造があ る。 すな ね ち、 知識層 一 知識層、 知識層 一 非知識層、 

非知識層 一 非知識層、 非知識層 一 知識層の間で 差別は起きるのであ る。 たとえば、 博物館の多 文ィヒ 

教育の教材として、 1982 年に日系アメリカ 人と間違えられてデトロイトで 差別的に殺害された 中国 

系青年ヴィンセント・チンの 事件が取り上げられているが、 ヴィンセント・チンは 知識層に殺害さ 

れたわけではない。 非知識層に殺害されたのであ る。 差別や偏見をめぐる 闘いは国家の 有事ばかり 

でなく、 むしろ日々の 生活 圏 での闘争なのであ る。 スウェットランド 副館長が語ったよ う に伝え方 

を 変えて、 これまで博物館になじみがなかった 非知識層を含めて 来館層を拡大し、 孝文化教育の 方 

法を工夫することが、 孝文化社会アメリカを 構築するための 課題にならないか。 

6. むすび 

全米日系人博物館の 調査をはじめてからこの 論文をまとめるのに、 8 年が経過したことは 冒頭で 

述べた。 8 年の間にめまぐるしく 社会情勢は変化したが、 とりわけ特筆すべきこととして、 2001 年 

g 月 Hl 日に起きたニューヨークの 同時多発テロをあ げたい。 この事件をきっかけに、 外国人の強制 

収容をも合法化する「愛国法」が 成立した。 その結果、 恐るべきことに「愛国法」を 根拠にアラブ 

系 移民の強制収容が 相次ぎ、 収容された 1000 人を超える当事者、 当事者の家族だけでなく 外国人と 

の共生を志向する 社会運動の担い 手たちも衝撃を 受けているという。 いままさに強制収容の 悲劇が 

「アメリカの 正義」として 再現されつつあ る。 全米日系人博物館は 再現されつっあ る強制収容の 悲 

劇 などらみているのだろうか。 
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[ 注 ] 

1)  これは 2000 年 9 月 23 日に岩手大学で 開催された日本社会教育学会第 47 回研究大会の 自由研究 発 

表において配布した 末 公刊資料「全米日系人博物館とアメリカ 多文化主義」であ り、 46400 字に 

及ぶ発表原稿であ る。 この発表原稿の 要旨は、 日本社会教育学会『日本社会教育学会第 47 回研 

究大会要旨収録』 2000 年 ( 未 公刊 ) P59 に矢野 泉 「全米日系人博物館とアメリカ 多文化主義」 

として収められた。 

2)  これらの 未 公刊資料は「全米日系人博物館概要」，巧り 日且 ㏄ e ゐ nIe ぬ ㏄ 典 M 按 加乃 捷 M め eum 
乃 『㏄， SReJeease, 「全米日系人博物館ニュースレター」 ， Me ⅣⅠ な Ⅶ， lio 皿 ℡ @am ⅡⅢ 9, 。 肋が 按 ln り ・ Se 

Ⅹ me 化肥 牡コ N ㎏切りぬ れ Ⅰ M イ us 色は皿 7 缶 7 刀 Ⅱ ヨ Ⅰ Re ツ 此サ ， なと。 、 すべて全米日系人博物館作成のもので、 、 
博物館 カ ) ら提 Ⅰ 共 された， A 刀乙 4%Jso/Wg 弗化 9 サ 0 %ee ぬタゑ且 ese 九 me だ比』五ム ね荻 0 皿 按 Ⅰ刀布 se は皿 

おば mme グ Ⅰ 9 タ・ @ f ま People,P Ⅰ aces&DesignlResearchi こ よる調査報告書であ る 0 未分 干 Ⅱ資料 

には、 矢野 泉 「全米日系人博物館面接調査記録 1999 」が含まれる。 博物館のウェブサイト 

http://www.Janm.org な pn/eventS/pav-gallenes.httm. には、 1999 年 5 月から 2002 年 9 月まで アク 

セス して情報を得た。 

3)  図書館における 孝文化サービスの 研究、 実践に取り組む「むすびめの 会」の小林 卓氏 による 2002 

年 8 月調査。 

4)  「アイデンティティの 政治」はさまざまな 論者が使 う ことはだが、 ここでは 戴エ イ カ の議論に 

依拠した。 インター。 マリッジによる 日本人と台湾人のダブルで、 神奈川県の川崎に 育ちサン 

フランシスコに 移住し、 複数のエスニック・アイデンティティを 身につけた戴の 研究関心は「ア 

イデンティティの 政治」に向けられている。 戴の多文化主義に 関する理論的整理はきわめて 明 

噺 で、 本稿での多文化主義および 孝文化教育の 定義は彼女の 整理に負 う ところが大きい。 なお、 

「アイデンティティの 政治」を主題にした 最近の優れた 文献では、 たとえば 金泰泳 F アイデン 

ティティ・ポリティク ス を超えて 一 在日朝鮮人のエスニシティーⅠ世界思想 社 1999 年があ る。 

5) 戴エ イ カ が依拠したラジャ ゴ パラン・ ラダクリシ ナンの「ディアスポラの 調停」論では、 ディ 

アスボ ラに意識的になれば、 「異なった歴史を 理解する可能性を 豊富に与えてくれる」経験がで 

きると考える。 詳しくは RajagopalanRadha ぬ ishnan, りリ簗 0 ㎡ cMee Ⅰ 百 打切 s-BetWeee 皿 Ho0me 

按丘ゴ力 0 仮止ぶ 0 円・， Univer 鯨 tyofMinesota,1996 を参照 0 しかし「ディアスポラの 調停」論はあ く 

まで理論であ って、 現実の歴史的経験としては、 ディアスポラであ れば起源への 郷愁にかられ 

るという指摘もあ る。 戴は郷愁に駆られずに 起源の神話を 打破するようなホームを 懐かしむこ 

とができるとし、 ディアスポラに 意識のあ る身近なコミュニティがホームとなりえると 論じて 

いる。 その根拠にスチュアート・ホールのアイデンティティ 論を用いてアイデンティティが 自 

己 内部の他者を 想定して構築されていることを 指摘し、 さらに「エスニック・ディアスポラ」 

という新たな 概念を提起して、 多文化主義論争をのりこえようとする。 戴エ イ 

力 ， 1999.pp116-133. 参照。 多様性調停的な 多文化主義の 議論は、 90 年代のアメリカ 社会思想史 

論者で批判的多文化主義を 提唱して本質主義的多文化主義を 克服しょうとしたマイケル・ウェ 

ルツアー や デヴィッ ト ・ホリンジ ャ 一の議論とつきあ お せるとさらに 興味深い。 

6) 能登 路 雅子「歴史展示をめぐる 孝文化ポリティクス」油井大姉郎・ 遠藤泰生偏 下 多文化主義の 

アメリカ』東京大学出版会， 1999 年， pp200-201 
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7) イケ・ダーシ イーは 日系 4 世のキュレイ タ 一であ り、 このプロバラムのマネージャーを 務める。 

ダーシ ィ 一によれ ば 、 アメリカには「オーラル・ヒストリー 全国協会」という 組織があ り、 ェ 

スニック・バックバラウンドを カ づけるために、 語りによ る ライフヒストリ 一の調査研究を 奨 

励 しているという。 

  8) Chr Ⅰ sstine E S Ⅰ fee も ner and C 黛ど Ⅰ AGrant, 丑仙 Ⅰ 1% 窩 Ch み ㎡ む ・ es あ グ 皿石 u り百 Ⅰ u ん u7% Ⅰ EdU Ⅱ 丘は tio 皿 ，Ⅰ @@e Y Ⅱ 

丑 A ゆ % 安 研 e は舌 oR ヨ @ce,C ぬ ss, Ge 皿 dee グ按 コカ リ 'As 按み ⅡⅠ   ケ ・ 8 で d.ed. ,Me でⅠⅠ 1,1999. および、 森茂 岳 雄編 

『孝文化社会アメリカにおける 国民統合と日系人学習』明石書店， 1999 年 ppl5-32 を参照した。 

9) エ W タコ ㏄ e ぬ 刀 e ぬ ㏄ 丘 Cu ℡ 施 ㎡ mRraame 刑丑 では、 人種主義という 概念を、 人間を身体的特長 
でもっていくつかの 種類に分類して、 劣ると見なされる 種類の人間を 賠 め 差別するための 言説 

として扱っている。 

10) 日系人史学習については 森茂 岳 雄の優れた研究があ る。 森茂は全米日系人博物館とともに、 日 

系アメリカ人市民協会、 全米日系人歴史協会をあ げ、 これらの団体が『カリキュラム 資料ガイ 

ド 』や『教師用指導書』を 作成したり、 教師や保護者に 対する研修会を 実施していると 述べて 

いる。 森茂 岳雄 「アメリカの 歴史教育における 国民統合と多文化主義」双掲 4) 油井・遠藤編 

1999,p182 

11) 2001 年末まで全米日系人博物館のキュレーターを 務めていた三木葉 裕 氏が 2002 年 7 月 25 日に電 

子 メールで送付してくれた 情報による。 
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